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質
問　

吉
井
地
域
の
上
下
水
道
料
金

を
高
崎
地
域
の
料
金
体
系
に
統
一
し

た
場
合
の
市
の
影
響
額
及
び
値
下
げ

と
な
る
割
合
は
。

答
弁　

料
金
体
系
を
統
一
し
た
場
合
、

水
道
料
金
は
約
６
１
０
０
万
円
の
減

収
、
下
水
道
使
用
料
は
約
９
５
０
万

円
の
増
収
と
な
る
。
平
成
25
年
度
の

使
用
水
量
を
例
に
計
算
す
る
と
、
水

道
料
金
で
は
吉
井
地
域
に
お
け
る
全

水
栓
数
の
０ 

・
４
％
が
値
上
げ
、
99

６
％
が
値
下
げ
に
な
り
、
下
水
道
使

用
料
で
は
30
％
が
値
上
げ
、
70
％
が

値
下
げ
と
な
る
。
ト
ー
タ
ル
す
る
と

６ 

・
９
％
が
値
上
げ
、
93
・
１
％
が

値
下
げ
に
な
る
。

質
問
　
吉
井
地
域
は
、
合
併
に
よ
り

安
い
国
保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
高

質
問　

県
立
赤
城
養
護
学
校
は
、
病

院
内
ま
た
は
病
院
敷
地
内
に
教
室
が

設
置
さ
れ
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
内
で
の
設
置
を
望
む
が
、
現
在

の
設
置
状
況
と
市
民
の
利
用
数
、
ま

た
、
実
現
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
弁　

設
置
に
特
別
な
基
準
は
な
く
、

病
院
と
保
護
者
か
ら
の
要
望
等
に
よ

り
県
内
７
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
児
童
・
生
徒
も
平
成
24
年
度

に
は
24
人
、
25
年
度
に
は
14
人
が
転

い
水
道
料
金
が
据
え
置
か
れ
て
い
る

の
は
い
か
が
か
。
上
下
水
道
料
金
を

高
崎
地
域
の
料
金
体
系
に
統
一
す
る

考
え
は
。

答
弁
　
平
成
29
年
度
ま
で
は
現
行
条

例
の
料
金
体
系
を
基
本
と
考
え
る
が
、

地
域
の
要
望
は
把
握
し
て
い
る
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　
学
力
テ
ス
ト
を
め
ぐ
る
歴
史

的
認
識
と
学
校
別
の
成
績
公
表
の
考

え
は
。

答
弁
　
国
の
学
力
テ
ス
ト
を
め
ぐ
る

経
緯
は
認
識
し
て
い
る
。
学
校
別
の

数
値
に
よ
る
調
査
結
果
の
公
表
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
、
地
域
に
も
た
ら
す

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討

を
重
ね
た
い
。

入
学
し
た
。
入
学
期
間
は
概
ね
２
〜

４
週
間
の
短
期
間
で
、
簡
易
な
手
続

き
で
転
校
で
き
る
。
病
院
内
で
の
授

業
は
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
と
っ

て
心
強
い
存
在
で
あ
る
。
当
学
校
の

市
内
設
置
に
向
け
、
市
教
育
委
員
会

と
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

質
問
　
昨
年
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
法

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
制
度
導

入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
個
人

番
号
が
付
番
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
保
障
や
税
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
で
把
握
し
て
い
た
情
報
を
連
携
し

て
活
用
で
き
、
社
会
保
障
給
付
や
税

負
担
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
。
ま

た
、
各
種
の
申
請
時
に
添
付
書
類
が

不
要
に
な
る
な
ど
市
民
生
活
の
利
便

性
が
向
上
し
、
行
政
の
効
率
化
が
可

能
と
な
る
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
発
行
を
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
よ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
役

割
を
継
承
す
る
。

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
上
で
有
効
と
思
わ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
立
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

は
。

答
弁
　
会
議
・
大
会
等
を
誘
致
す
る

こ
と
と
体
育
館
や
音
楽
ホ
ー
ル
の
施

設
運
営
を
一
体
的
に
行
う
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
よ
う
な
も
の

が
効
率
的
で
い
い
と
思
う
の
で
、
早

急
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　
特
定
外
来
生
物
の
対
応
窓
口

は
。
ま
た
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
弁
　
特
定
外
来
生
物
の
所
管
は
国

で
あ
る
が
、
市
で
も
迅
速
な
対
応
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
政
策
課
の
事
務
分
掌
に
自
然
環

境
の
保
全
に
関
す
る
事
務
を
加
え
、

そ
の
対
応
に
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

保
健
所
な
ど
と
協
議
し
具
体
的
な
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。
周
知
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
特
定
外
来
生
物
の
写
真

や
見
つ
け
た
場
合
の
通
報
先
、
そ
れ

ら
の
駆
除
方
法
な
ど
を
紹
介
し
た
い
。

質
問
　
消
防
団
車
両
へ
の
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
の
配
備
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
装
着
は
。

答
弁
　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、

消
防
団
が
保
有
し
て
い
る
76
台
中
65

台
に
配
備
し
て
い
る
。
今
後
は
各
分

団
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
車
両

更
新
や
タ
イ
ヤ
磨
耗
に
伴
う
交
換
の

際
に
適
切
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
本
年
度

に
更
新
を
予
定
し
て
い
る
車
両
３
台

か
ら
装
着
し
た
い
。

消防団で保有している消防車両

 

・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

県
立
赤
城
養
護
学
校
の
設
置
小お

の

ざ

と

野
里 

桂
か
つ
ら

（
新
風
会
）

まめ知識 国内外から会議や催しを誘致したり、開催支援等を行う組織。● コンベンションビューロー

質問者順で掲載しています

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

吉
井
地
域
の
上
下
水
道
料
金

竹た
け
も
と本 

　
誠

ま
こ
と

（
日
本
共
産
党
）

消
防
団
車
両
の
装
備
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

新し

ん

ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問することをいい、毎定例会で行われます。
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質
問
　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

ハ
ル
ヒ
ル
の
評
価
は
。
ま
た
、
次
回

以
降
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
出
走
者
数
が
４
４
０
９
人
と

富
士
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
次
ぐ
全
国
２

位
の
規
模
と
な
り
、
29
の
都
道
府
県

か
ら
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
経
済
効

果
は
昨
年
の
推
計
値
の
１
億
４
１
０

０
万
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
も
魅
力
あ
る
大
会
と
な
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
開
催
を
通
じ
て

本
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

質
問
　
ハ
ル
ヒ
ル
を
よ
り
安
全
な
も

の
に
す
る
た
め
、
コ
ー
ス
以
外
の
周

辺
道
路
に
つ
い
て
も
万
全
な
道
路
整

備
が
必
要
だ
が
、
通
常
予
算
で
は
な

く
特
別
枠
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
周
辺
道
路
の
整
備
は
よ
く
検

討
し
た
い
。
レ
ー
ス
を
す
る
こ
と
を

考
え
た
上
で
道
路
状
況
を
確
認
し
、

特
別
枠
の
予
算
が
必
要
か
、
他
の
道

路
の
修
繕
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、

精
査
し
対
応
し
た
い
。

質
問
　
上
信
線
沿
線
の
代
表
的
な
観

光
資
源
と
し
て
上
野
三
碑
が
あ
る
が
、

そ
の
積
極
的
な
活
用
は
。

答
弁
　
上
野
三
碑
は
歴
史
的
古
さ
と

学
術
的
重
要
性
な
ど
か
ら
国
の
特
別

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
全
国
的
に
は
知
名
度
が
低

い
。
今
後
は
本
市
と
富
岡
製
糸
場
を

結
ぶ
上
信
線
沿
線
の
歴
史
観
光
と
い

う
視
点
で
、
周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
に
努
め
た
い
。

質
問　

古
紙
の
回
収
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
あ
り

方
は
。

答
弁　

回
収
に
は
、
資
源
物
と
し
て

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
と
有
価
物
の

集
団
回
収
の
２
方
式
が
あ
る
。
活
字

離
れ
や
新
聞
販
売
店
の
自
主
回
収
な

ど
で
回
収
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

古
紙
が
資
源
物
で
あ
る
認
識
は
、
あ

る
程
度
市
民
に
定
着
し
て
い
る
の
で
、

当
面
は
有
価
物
集
団
回
収
の
空
白
地

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
た
い
。
さ
ら

に
収
集
回
数
を
増
や
す
研
究
も
し
た

い
。

質
問
　
男
性
の
働
き
方
の
見
直
し
、

育
児
参
画
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み

は
。

答
弁
　
積
極
的
に
育
児
参
画
に
取
り

組
む
企
業
の
事
例
を
情
報
誌
等
で
紹

介
し
た
い
。
ま
た
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
実
現
す
る
た
め
に
、
幅
広
い

視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
問
　
女
性
が
主
体
的
に
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
本
市
の
第
３
次
男
女
共
同
参

画
計
画
で
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
に

審
議
会
等
の
女
性
委
員
登
用
率
の
目

標
を
30
％
と
定
め
て
い
る
。
平
成
25

年
度
は
28
・
１
％
で
あ
る
が
、
県
内

ト
ッ
プ
の
登
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
登
用
率
が
低
い
分
野
で
の

女
性
人
材
の
発
掘
、
育
成
な
ど
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
、
早
期

に
目
標
を
達
成
し
た
い
。

質
問　

高
崎
経
済
大
学
は
公
立
大
学

法
人
に
移
行
後
３
年
経
過
し
た
が
、

評
価
委
員
会
の
評
価
は
。
ま
た
、
入

学
志
願
者
、
就
職
率
、
運
営
費
交
付

金
、
研
究
費
の
推
移
は
。

答
弁　

被
災
者
支
援
特
別
推
薦
入
試

の
実
施
や
学
費
補
助
、
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
等
の
震
災
後
に
お
け

る
迅
速
な
対
応
な
ど
が
、
法
人
化
の

効
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

入
学
志
願
者
は
平
成
23
年
度
に
前
年

を
下
回
っ
た
が
、
翌
年
に
は
持
ち
直

し
た
。
就
職
率
は
法
人
移
行
後
90
％

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
費
交
付

金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
科
学
研
究

費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
　
観
音
塚
古
墳
の
特
徴
と
考
古

資
料
館
の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
出

土
品
の
貸
し
出
し
状
況
は
。

答
弁
　
観
音
塚
古
墳
は
、
大
型
前
方

後
円
墳
で
、
横
穴
式
の
巨
石
積
み
石

室
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
承う

け
だ
い台
付つ

き

銅ど
う

鋺わ
ん

や
馬
具
類
は
日
本
を
代
表
す
る
出

土
品
で
あ
る
。
資
料
館
の
平
成
25
年

度
入
館
者
数
は
７
６
９
４
人
、
う
ち

小
学
生
は
２
２
４
９
人
、
学
校
利
用

は
年
間
15
校
で
あ
る
。
ま
た
、
他
県

等
の
博
物
館
か
ら
貸
出
依
頼
は
多
い

が
、
保
存
上
の
理
由
で
、
期
間
や
点

数
を
制
限
し
て
い
る
。

質
問
　
学
校
の
社
会
科
授
業
の
一
環

で
観
音
塚
古
墳
を
見
学
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
多
く
の
小
・
中
学
校
が
市
の

歴
史
的
文
化
財
を
見
学
コ
ー
ス
に
取

り
入
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

観音塚古墳の巨石積み石室

質
問
　
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
状
況

と
し
て
、
給
付
が
見
込
み
よ
り
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
が
、
現
状
分
析
は
。

答
弁
　
24
年
度
の
給
付
額
は
計
画
値

に
対
し
て
１
％
増
加
の
２
億
１
千
万

円
、
25
年
度
は
３
％
増
の
７
億
２
千

万
円
ほ
ど
超
過
し
て
い
る
。
中
で
も

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
通
所
介
護
費

が
計
画
値
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

質
問
　
サ
高
住
に
お
け
る
入
居
者
の

現
状
と
併
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

頻
度
は
。
ま
た
、
計
画
に
サ
高
住
の

必
要
見
込
み
数
を
明
記
し
、
建
設
相

談
や
申
請
時
点
で
施
設
数
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
昨
年
の
調
査
で
、
定
員
に
対

す
る
入
居
率
は
79
・
３
％
、
入
居
前

か
ら
市
内
在
住
の
方
は
61
・
７
％
で

あ
っ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、

持
ち
家
の
方
と
比
べ
３
割
高
く
、
今

期
の
計
画
値
と
の
ず
れ
の
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
。
施
設
数
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
容
易
で
は
な
い
が
、
次
期
計

画
策
定
過
程
で
議
論
し
た
い
。

質
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

高
齢
者
が
自
力
で
気
軽
に
行
け
る
場

所
に
す
る
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
等
に
拠
点
を
置
け
な
い
か
。

答
弁
　
直
営
で
９
か
所
に
設
置
し
て

い
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

証
す
る
中
で
、
よ
り
身
近
な
地
域
ケ

ア
を
次
期
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
と

も
に
施
設
の
愛
称
も
検
討
し
た
い
。

まめ知識● サ高住 サービス付き高齢者向け住宅のこと。介護・医療と連携し、高齢者を支援するサービスを
提供するバリアフリー構造の住宅。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
状
況
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

上こ

う

ず

け

さ

ん

ぴ

野

三

碑

の

活

用

ハ
ル
ヒ
ル
の
評
価
と
関
係
道
路
整
備

木こ
ぐ
れ暮 

孝た
か
お夫

（
公
明
党
）

男

性

の

育

児

参

加

古
紙
回
収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

三み
し
ま島 

久く

み

こ

美
子

（
た
か
さ
き
市
民
21
）

古
墳
群
の
現
状
と
今
後

公
立
大
学
法
人
移
行
後
の
高
崎
経
済
大
学

田た

つ

の角 

悦と
き
や
す恭

（
新
風
会
）


